
一
・
〇
二

一
・
〇
一

一
・
〇
一

一
・
〇
一

一
・
〇
〇

一
・
〇
一

一
・
〇
二

一
・
〇
二

一
・
〇
二

一
・
〇
一

一
・
〇
二

一
・
〇
一

一
・
〇
二

一
・
〇
三

一
・
〇
三

一
・
〇
三

一
・
〇
四

一
・
〇
四

一
・
〇
三

一
・
〇
三

一
・
〇
三

一
・
〇
二

一
・
〇
一

一
・
〇
一

一
・
〇
二

一
・
〇
一

」
と
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

令和年月日 金曜日 第号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

令
和
五
年
七
月
以
前
の
月
分
の
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則

第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保

険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
」
と
い
う
。）に
よ
る
障
害
年

金
及
び
遺
族
年
金
の
額
、
同
月
三
十
一
日
以
前
の
日
に
係
る
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
に
よ
る
職
務
上
の

事
由
又
は
通
勤
に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
額
並
び
に
同
月
三
十
一
日
以
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
平
成
二
十
二

年
改
正
前
船
員
保
険
法
に
よ
る
障
害
手
当
金
並
び
に
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十

二
条
ノ
三
ま
で
及
び
第
五
十
条
ノ
七
に
規
定
す
る
一
時
金
の
額
（
障
害
前
払
一
時
金
及
び
遺
族
前
払
一
時
金
の
最
高

限
度
額
を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

永
岡

桂
子

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄


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